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オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え

は
。

　
　
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、

病
気
や
け
が
な
ど
の
た
め
に

腸
や
膀
胱
の
機
能
を
損
な
わ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
腹
部
に

人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
な
ど

排
泄
口
を
造
設
さ
れ
た
方
を

示
す
言
葉
で
あ
る
が
、
社
会

全
体
と
し
て
の
理
解
が
不
足

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の

方
々
が
安
心
し
て
地
域
の
中

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、 井 上 修 一 議員 

議
員

周
知
に
関
す
る
取
組
を
行
う

と
と
も
に
、
相
談
体
制
や
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
支
援
体
制
を

整
え
な
が
ら
、共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

の
装
具
購
入
に
お
け
る
経
済

的
負
担
は
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
県
内

に
お
け
る
21
自
治
体
の
内
、

本
市
を
含
む
18
自
治
体
が
同

額
の
基
準
額
で
補
助
し
て
い

る
。
今
後
、
国
や
県
の
状
況

を
踏
ま
え
各
自
治
体
と
協
議

し
な
が
ら
、
基
準
額
の
見
直

し
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
が
利

用
で
き
る
ト
イ
レ
が
、
市
内

８
か
所
に
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
そ
れ
以
外
で　
温
水

シ
ャ
ワ
ー
な
ど
、
十
分
な
設

備
を
有
す
る
ト
イ
レ
を
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る

予
定
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
の
ト
イ
レ
設
置
も
予
定

し
て
い
る
。

　
　
　
今
後
の
周
知
に
つ
い

て
は
。

　
　
　
　
　
　
12
月
の
障
害

者
週
間
、こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
て
オ
ス
ト
メ
イ
ト

に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
情

報
を
広
く
周
知
を
し
な
が
ら
、

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

救
急
搬
送
時
に
お
け

る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
活
用
は
。

　
　
　
　
　
　
迅
速
か
つ
適

切
な
処
置
、
治
療
に
つ
な
が

り
、
本
年
10
月
か
ら
全
国
で

（
島
原
広
域
消
防
本
部
も
同

様
）本
格
運
用
が
始
ま
る
予

定
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

２
割
負
担
配
慮
措
置
に
つ
い
て

○
投
票
に
支
援
が
必
要
な
方

へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
７
月
４
日
、
市
は
和

解
金
等
３
３
５
万
２
千
円
を

予
算
計
上
。
議
会
は
賛
成
多

数
で
可
決
。
和
解
金
３
０
０

万
円
と
支
払
日
の
説
明
を
。

　
　
　
　
こ
の
額
は
国
家
賠

償
法
に
基
づ
く
市
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
に
よ
っ
て
支

払
う
。
７
月
25
日
支
払
済
。

　
　
　
公
金
で
支
払
っ
た
事

は
市
民
に
説
明
責
任
が
あ
る

と
い
う
声
が
あ
る
。
考
え
を
。

　
　
　
　
特
に
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
こ
の
事
業
は
国
の
補 髙 木 和 惠 議員 

そ
の
他
の
質
問

健
康
保
険
証
に
つ
い
て

議
員

議
員

議
員

助
事
業
。当
初
の
予
算
は
、ミ

ナ
コ
イ
ン
１
人
５
，５
０
０

円
。ク
ー
ポ
ン
１
人
５
千
円
。

計
約
２
億
２
千
万
円
予
算
化
。

と
こ
ろ
が
市
長
は
勝
手
に
一

人
５
千
円
に
減
額
し
加
盟
店

に
通
知
。広
報
に
も
印
刷
済
。

議
会
に
は
４
月
28
日
の
全
協

で
事
後
報
告
。公
平
に
し
た

と
説
明
。一人
５
，５
０
０
円

に
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
。

　
　
　
　
　
　
全
市
民
を
対

象
に
５
，
５
０
０
円
で
は
予

算
を
組
ん
で
い
な
い
。

　
　
　
ミ
ナ
コ
イ
ン
は
、
家

族
の
人
数
分
、
一
人
世
帯
の

ガ
ラ
ケ
ー
の
人
も
受
け
取
る

事
は
可
能
。
最
初
の
予
算
は

全
市
民（
４
万
１
千
人
）×

５
，
５
０
０
円
で
算
定
す
べ

き
だ
っ
た
。
今
回
市
民
に
損

害
を
与
え
た
。
不
適
切
な
事

務
処
理
、
懲
戒
処
分
の
対
象
。

　
　
　
８
／
12
弁
護
士
が
南

島
原
警
察
署
に
刑
事
告
発
。

受
理
は
。
な
ぜ
告
訴
で
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
受
理
を
し
た

と
い
う
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。
現
段
階
で
は
立
証
が
難

し
い
。
告
訴
で
き
る
条
件
が

整
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
告
訴
は
被
害
者
し
か

で
き
な
い
。
告
訴
す
れ
ば
事

件
が
進
む
。
起
訴
す
る
確
率

が
高
く
な
る
。
犯
罪
者
の
刑

罰
も
重
く
な
る
ら
し
い
。
告

訴
が
出
た
ら
絶
対
捜
査
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
副
市
長
が
思
う
、
ま
ず
い
、

あ
り
得
な
い
、
ま
ず
い
判
断

の
説
明
を
。

　
　
　
　
概
算
払
・
委
任
払

の
２
つ
。
あ
り
得
な
い
の
は

委
任
払
。
補
助
金
を
申
請
者

以
外
の
第
三
者
に
出
し
て
い

る
。
こ
れ
は
通
常
行
政
の
常

識
か
ら
し
て
あ
り
得
な
い
。

　
　
　
市
長
は
Ｒ
５
年
１
月

27
日
、
当
初
予
算
に
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
を
計
上
。
決
裁
時
に
は
、

副
市
長
と
一
緒
か
。

　
　
　
副
市
長
が
同
席
し
て

い
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

教
育
次
長

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
へ
の

対
応
に
つ
い
て

市
長

議
員

議
員

議
員

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

地
域
振
興
部
長

地
域
振
興
部
長

質問の様子を
動画で見よう

オストメイトの方へ
の対応について

環境を整備す
ることは、市の責務
と認識している。

市長

市長･議員の選挙の
日程は

90日
特例で同日で行う。令
和８年６月７日告示、令
和８年６月１４日投票。

選挙管理委員長

質問の様子を
動画で見よう

教
育
長

教
育
長

副
市
長

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
問
題

教
諭
に
よ
る
わ
い
せ
つ
事
件

い
ー
と
ば
い
事
業
に
つ
い
て

市
長

議
員

　
　
　
市
長
の
思
い
や
、
理

想
企
業
の
考
え
は
。

　
　
　
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

整
備
の
趣
旨
や
本
市
の
課
題

等
を
把
握
し
、
地
域
貢
献
す

る
よ
う
な
事
業
が
望
ま
し
い
。

　
　
　
地
域
経
済
発
展
に
、

募
集
１
件
の
み
で
可
能
な
の

か
、
再
募
集
の
検
討
は
。

　
　
　
　
　
　
選
定
委
員
会

で
審
査
し
、
市
長
へ
報
告
す

る
。
選
定
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
再
募
集
を
行
う
。

日 向 栄 司 議員 

議
員

議
員

　
　
　
休
日
夜
間
当
番
医
情

報
の
周
知
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
毎
月
の
広
報

紙
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
　
緊
急
安
心
セ
ン
タ
ー

♯
７
１
１
９
の
周
知
は
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
７
月
に

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
案
内
し
て
い
る
。

今
後
は
、
広
報
紙
に
毎
月
掲

載
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　

外
国
人
対
応
を
含
む

多
言
語
相
談
体
制
は
。

　
　
　
　
　
　
１
１
９
番
に

て
22
か
国
対
応
可
能
。

　
　
　
保
証
人
不
要
型
や
給

付
型
奨
学
金
の
導
入
の
可
否

は
。

　
　
　
　
　
保
証
人
要
件
を

緩
和
し
て
お
り
、保
証
人
不

要
型
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。ま
た
、本
市
の
奨
学
金
制

度
は
、他
自
治
体
に
比
べ
て
も

遜
色
の
な
い
よ
う
な
奨
学
金

制
度
の
た
め
、新
た
な
給
付
型

奨
学
金
導
入
の
予
定
も
な
い
。

　
　
　

遠
隔
学
習
支
援
や
Ａ

Ｉ
教
育
活
用
と
の
連
携
構
想

に
つ
い
て
は
。

　
　
　
　
遠
隔
学
習
支
援
は
、

登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

の
学
び
を
保
障
す
る
上
で
大

変
有
効
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
型
教

材
は
個
別
最
適
な
学
び
の
充

実
の
た
め
に
有
効
。

　
　
　

溶
岩
ド
ー
ム
崩
落
に

お
け
る
警
戒
区
域
に
関
す
る

住
民
避
難
計
画
は
。

　
　
　
　
　
本
市
の
地
域
防

災
計
画
で
定
め
て
い
る
。
溶

岩
ド
ー
ム
の
情
報
収
集
・
伝

達
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

市
民
へ
迅
速
に
伝
達
す
る
。

　
　
　

地
震
・
豪
雨
同
時
災

害
時
に
強
い
道
路
の
要
望
は

さ
れ
た
か
。

　
　
　
災
害
時
に
機
能
す
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要

性
、
こ
れ
は
十
分
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
事

業
化
に
向
け
て
国
・
県
へ
し

っ
か
り
と
要
望
し
て
い
く
。

当
番
医
及
び
緊
急
相
談

体
制
の
整
備
に
つ
い
て

教
育
支
援
と
若
者
の
未

来
創
出
に
つ
い
て

防
災
・
災
害
対
策
の
強

化
に
つ
い
て

原
城
跡
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
物
産
販
売
施
設
の
入

居
者
募
集
や
運
営
に
つ
い
て

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

農
林
水
産
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

福
祉
保
健
部
長

災害時に強い道路
整備を

早期事業化に
向けて国・県へしっか
りと要望していく。

市長

教
育
次
長

総
務
部
長

質問の様子を
動画で見よう

　
　
　
本
市
の
人
口
減
少
の

状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
合
併
後
約
１
万

５
，
５
０
０
人
減
少
し
非
常

に
ゆ
ゆ
し
き
事
態
だ
と
捉
え

て
い
る
。
本
市
の
将
来
に
大

き
く
関
わ
る
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
今
後
人
口
減
少
対
策

を
重
点
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

　
　
　
若
年
層
の
市
外
流
出

の
実
態
は
。

　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
の

15
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
転
出

者
は
全
体
の
50
・
８
％
を
占

め
、高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

永 池 充 宏 議員 

議
員

議
員

　
　
　
若
い
人
た
ち
の
市
内

定
着
に
向
け
た
取
組
は
。

　
　
　
　
　
　

島
原
振
興
局

と
半
島
３
市
で
島
原
半
島
若

者
定
着
促
進
協
議
会
を
つ
く

り
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

企
業
説
明
会
や
企
業
見
学
会

な
ど
を
行
い
、
地
元
定
着
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
人
口
戦
略
会
議
が
昨

年
発
表
し
た
消
滅
可
能
性
自

治
体
に
南
島
原
市
も
含
ま
れ

た
が
こ
れ
の
定
義
は
。

　
　
　
　
　
２
０
２
０
年
か

ら
２
０
５
０
年
ま
で
の
30
年

間
で
、
20
歳
か
ら
39
歳
の
若

年
女
性
の
人
口
減
少
率
が
50

％
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る

自
治
体
の
こ
と
。

　
　
　
原
因
は
何
な
の
か
。

　
　
　
　
　
原
因
と
し
て
は
、

人
口
減
少
や
若
年
層
の
流
出
、

高
齢
化
の
進
行
、
産
業
構
造

の
変
化
、
イ
ン
フ
ラ
生
活
環

境
の
格
差
な
ど
が
言
わ
れ
て

い
る
。

　
　
　
女
性
が
輝
く
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
は
。

　
　
　
　
　
　

男
女
共
同
参

画
計
画
を
策
定
し
各
部
局
で

施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　
　
技
能
実
習
生
及
び
特

定
技
能
外
国
人
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
３

月
で
４
４
５
人
。

　
　
　
実
習
生
等
の
受
け
入

れ
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
本
年
度
か
ら

３
年
間
に
限
り
補
助
金
を
交

付
す
る
。

　
　
　
本
市
の
人
口
減
少
の

ス
ピ
ー
ド
を
遅
く
す
る
た
め

に
も
独
自
の
定
住
対
策
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
人
口
減
少
は
本
市
の

将
来
に
大
き
く
関
わ
る
重
要

な
問
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
力
を
合
わ
せ
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
ぜ
ひ
危
機
感
を
持
っ

て
総
合
的
に
効
率
的
に
人
口

減
少
対
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

質問の様子を
動画で見よう

地
域
振
興
部
長

市
民
生
活
部
長

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

市
民
生
活
部
長

本市の人口減少対策
はどのようになって
いるのか

危機感を持っ
てあらゆる事業に取り
組んでいる。

市長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

・市長と議員は利害関係
　ではない。

・地頭薗と山口周一、
　松本政博は利害関係者
　(ポテトミルクセーキ関係）

教
育
長

髙木議員の主張


